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マ ー ケ テ ィ ング論 の生 成
一A ・W・Shawの 理論 を中心 と した現代的意義一
近 藤.文.男
1は じ め に
近年 ア メ リカを中心 として我 が国において も実業界,学 界 において マーケテ
.fソ グ論 に対 する関心 が非常 に高 まって きてい ることは周知の ことであ る。
.本稿 におい てはそのマーケテ ィン グ論 の性格 を明 らかにす る三とが その 目的
で あ る。特 に最 近論議 の的 にな ってい る所謂 マネジ リアル ・マー ケテ ィング論
に あっては経済学 は もちろん の こと社 会学,人 類学,さ らには心 理学等の一連
の社会 諸科 学の動員 によ り複雑 きわ まる ものにな り,そ のイデオ ロギー的性格
の識別 が きわめてむずか し くなって きてい る。 そこで この理論 の もってい る本
質 を究 明す るために,そ の理 論が生成 した初期の最 も単純 な形態 か ら出発 す る
.こ とが,問 題 の核心 に接 近す る近 道で ある と考 える。
ところで,現 代 のマネジ リアル ・マ ーケテ ィング論 は,つ ぎのよ うな基本的
諸 特徴 を もつ。
(1)価格,販 売経路,広 告,販 売員 な どに及 ぶ広 汎なマ ーケテ ィング諸 活動
の 綜合的な マーケテ ィング ・マネジ メン トの性 格を もつ。
(2)消費者中心主義 を極度 に強調 してい る。
③ チ ャネルの問題が,こ れ までの よ うに外部の 中間商人排除.・選択 の問題
.として,つ ま り社会 的な過程や制度の問題 と してではな くて,生 産者 か ら最終
の 消費 者に到達 す るまでの一 貫 したチ ャネル管 理 として問題 にされて いる。
(4)現代 マーケテ ィン グ論 の研 究対 象が,消 費財独占体のみな らず,生 産財
を も含 む独 占体一般 の問題 とされてい る。
以上4つ の諸特徴 はい ずれ もシ ョーの理論 の中に その萌芽 を見 出 し うること
マーケ テ4ソ グ論の生成 (303)61
は後述 の とお りであ って,ま さに,こ の事実の中 に,シ ョー理 論研 究の現代的
意 義が あるとい えるのである。
マー ケテ ィング論 に関テ る多少 な りとも体系的 な研究 の発端 を1912年に発表.
されたA,W.Shaw')の論 文 「配給問題 に関 する若干 の諸 問題 」「'SomePr・一
blemsinMarketDistribution",QuarterlyJournalofEconomics,August
1912,に求 め ることはほぼア 〆 リカ ・日本の諸 学者の一致 した見解 であ るとい ・
ってよい2)。
この小論文 が,後 に問題 とされ るマ ーケテ ィング論 の内容 を まざ まざ と描 き
出 してお り,そ の後1951年に単行本で その第3版 が刊行 され,そ の意義が大 き
く評価 されてい ることか らして もシ ョー理論の重要性が洞察 しうる。彼 の理論
が今 日にいた るまで その生命 を保 ちつづけてい るのはなぜで あろ うか。 そのわ
けは,彼 の理論 が独占体 の普遍的 な実践的要請 を示 してい るか らではな.いか と
私には思われたのであ る。
したが って本稿では,さ しあ た り今 日にい たって も評価 されてい るシ ヌーの
理論 を中心 に生成期 にお けるマーケテ ィング論 の性格 を明 らかに したい。
その際 まず銘記すべ きこ とは,第1に マーケテ ィン グ生成 過程の主た る問題
が,流 通過程 の 「合理化」であ ること3)。第2に 個別独 占体 による商品の実現手
コ 　 コ コ ロ コ コ コ コ 　 コ コ ロ
段 と しての現実のマ ーク.ティング諸政策 とそのた めに一定 の効果を期待 して,
1)ArchW.Shaw(1876～)。 彼 はShaw-WalherCo.とKelloggCo..の実 業 家 で あ っ た。 そ
の 間雑 誌Sγ 脚 堀,施 物7ッ を 発 行 し てい た。 後 ハ ー バ ー ド大 学 の教 授 に な りH.F.Gay,H.
B.Vanderblロe等と親 し く交 っ た。 彼 の 主 著SomeProblemsanMarketDistribution,1912;
Scieqti丘aManagementinHusi皿ess,inC.B.Thompson(ed).5σ`θπ`解 油 ηα8β御伽 ら
1914;AnApp>oach10BusinessProblems,1916;``Simpli正ication:APhilosophyofBusiness
Management",磁o卿dB癌"8∬Rθ"」働.July1923.などが あ る。





G,Wales(ed,),σ肱 ηg伽8馳75夕θ6蜘θs歪冗 臨 席'吻8.1951,pp.32-33,など。 日本 に お い て は.
森 下 二 次 也,ManagerialMarketingの現 代 的 性格 に つ い て,「 経 営 研 究 」 第40号1959,23荒
川 祐 吉 「現代 配 給 理 論 」昭 和35年;橋 本 勲,社 会 経済 的 マ ー ケ テ ィ ン グの 形 成.「 経 済 論 叢」第96
巻 第2号,昭 和40年8月;三 浦 信 「現 代 マ ー ケ テ ィン グ論 」昭 和38年.な どが あ る。
3)「 合 理 化 」 とい っ て も,論 者 に よ っ て い ろ い ろ な解 釈 が あ るの で,簡 単 に で は あ るが そ の概 念
62(304)第99巻 第3号
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月 的意識的 に設 定 された概念 としての独占資本主義的 マーケテ ィング論 とは一
応 明確 に区別 して考 える必要が ある とい うことであ る。 この厳密 な区別 は,そ
れがマ ーケテ ィング論 とい う概念が生 み出 され機能 する現実 の場 に直接か かわ
る問題 であ るが ゆえ に,き わ めて重要 な意 味 を もってい るの であ るが,こ の点
母行論 の中で明 き らかに して ゆきたい。
∬ ショー理論生成の諸契機
まずシ ョーがマー ケテ ィン グ論 を構築 す るに あた って,彼 が直面 した諸事実
を彼 の言葉 に従 って紹介 してお こう。 シ 重「に よる と19世紀 の産業 革命 の主導
因 は,市 場 の無限 の拡大 にあ った。 それはおのずか ら大量生産 のため生産 方法
の変革 に刺激 を与 えた。 その後1世 紀 にわたる未曾有 の人 口の増大 と交通 手段 ・
の発展 は,よ り一層市場 の拡大 を もた らします ます企業者 を して生産 問題 に注
意 をそそがせ.彼 等 の困難 な仕事 はよ り低い コス トで,よ り多 くの商 品を生産
す るこ とにあった。 たえ まな く拡大 す る市場 におい ての販牽 は比較的容 易な問
題で あ った。 こ こにおい ては我 々は,生 産 につい ては比較的 に能率的 な組織 を
建 讃 した。 なお解決 され るべ きこ とは多 く残 されてい るが,現 在 の科学ρ)諸方
策 は生産要素の改良 と組織化 に利用 されつつ あ る。生産能力 の発展 は凄 ま じ く
更 に新 しい諸過程が導入 され てい るし,ま た導入 されつつ あ る.。か くしてなさ
















分発揮 され るためには,配給 問題 が解 決 されねばな らない。市場が商品 を有用 に
利 用 され るように発見 さ豹ねば な らない。 これは主 として現存市場 の一層集約
的耕作(am・reintensivecultivati・n・fexistingma・≧巴ts).を意味す る。個 々人
の潜在的欲 望が明確 に されなければな らないり といい,シ ョーは配給問題 を研
究 す るに際 して まず消費者の需要創造(demandcreation)を出発 点 とした。 と
れは後 ほどマーケテ ィング論 の中心課題 とされ引き継 がれてい く極 めて重要 な
意味 を もってい ることを指摘 してお くσ販売 の困難性 がシ ョーの配 給問題の出
発 点であ るが,そ の販 売の困難性 を解 決す るために上 にのべた消費者 の需要創
造 をただ重視す るのみな らず,更 にいわゆ る「消費者余剰」(consumer'ssurplus)
を利用 して,市 場価 格が定 まってい るあ る定型的商品の中か ら,,ある商品 を分
化 し,そ してその変更 された生産物(the皿odifiedproduct)を,それ と同種の
商 品の価格 よ りもよ り高 い価格水準 で需要 を創造 す る5)(傍点一引用者)と い う
まさに ここにシ ョー理論 の出発点があ った。 なお当時の価格問題 について シ 三
一は 「市場 価格以上での販売 が現代配給の最 も特徴的 な価格政策 であ る」6,と
のべてい る。
更 にシ 。一は配給 過程の無秩序な状態に直面 して,こ れは生産のそれ以上の
発 展を阻止す るのみな らず,それは莫 大な社会 的浪 費で.あるといい,配給開題 を
一 層組織的 に処理 す ることは企業者 に とって事業上 の成功 を意味 し,配 給組織
を改善 す るこ.とは社会 に とって厖大 な年 女の浪 費の排 除を意 味す る。けだ し,
年 々の広告に費や され る何10億ドル もの うち相当部分が無駄に な ってお り,消
費者 の支出が納 得で きない見当ちがいの ものであ り!ま た,酊 綿 にたず さわ る
業者 は,そ の要求 され るときとところに実際 に商 品を提 供す ることがで きない
ために折角 喚起 した需要を失 う場合がす くな くないばか りで な く,さ らに配給
制度 が煩雑 で混乱 してい る結果,消 費者 の負担 す る商 品の価 格 を実質的に高 め






1912年シ ョーの論文 が出版 された年の大統 領選 挙では,生 産費 の上昇が,主
要 な論争 の1つ をな した くらいで,シ ョー自身 も物価 問題 に対 して強 い関心 を





今 や,社 会 は この ように不備 な配 給組 織 を放置 しておけ ない。特 に配給分野
にお いて は大 多数 の企業者 は勘(ruleofthumb)にた よってい る。 従 って企業
者 の最 も重要 な問題 は,生 産過 程の研究 とまさに同 じ く配 給過程 を体系的 に研
究す ることで あ るエ0)と警告 してい る。 さらにつづけて,企 業者 はよ り高度 に発
達 した知識 の諸分 野において成 果を得てい る研究 方法 を企業 の問題 に応用 しな
けれ ばな らぬ。彼 はそのために実験 室的 見地(thelaborat・ryp・lntofview)を
採用 しなけれ ばならない1')といい,テ イ ラーの 「科学 的管理法」 よ り学 び,配
給過 程に 「科学的管理 法」を応用 している。 このよ うに流通過 程の 「合理 化」を
主張 す るシ5一 に とっては,当 時の中間 商人 数の減少 傾向 も,現 代配給 の最 も
特徴的 な ことの1つ であ る12)と当然 の こととして肯定 す る。靴,衣 料,銀 食器
な どの多 くの製造業者 は,卸 商 を事 実上 排除 して直接小売商へ販売 してい る。
その他 の多 くの製 造業 者 も中間商人 を排 除 して,通 信販売,.専属販売店 ない し
専門 のセール 不マ ソのいずれかに よって直接 取引 してい.るとい う15)。で は この
ような諸事実 に直 面 したシ ョーは,い かな る解決策 を考 えたので あろ うか。次
にその諸 特徴 を述 べ るなかで紹介 しよ う。
、
8)Ibid、,P.97.
9)物 価 騰 貴 の 問 題 は,1915年 にTwenty-eightAnnualMeetingで も 問 題 に な っ て い る ほ ど で





マ ー ケ.ア.西γグ 論 の生 成 (307)65
]旺 シ ョー理 論の諸特徴
シ ョー理論 の第1の 特徴 は,個 別企業の管理視点 に立 ち生産,流 通 を含 む全
過 程へのテ イラーの 「科学的管理法」 を適用 した理論 だ とい う点 であ る。 それ
は現代 マネジ リアル ・マ甲ケテ.イソグ論 のよ うに明確 な形 を もつ企業 の諸 活動
の統合 され た もので はな く,な お販売部門 に重 点が おかれた部門 管理 の性 格が
強 い とはい え,す で に全体管理 の性格 が摘 出 され る。 シ.一 理論 が生成 した20
世紀初頭 のア メ リカ独占資本 主義段階 においては,生 産 過程 を中心 とす るあ ら
ゆ る分野 にわた って 「能 率運 動」が盛 んであ った1り。
この ような運動 の中でシ 。一の理論 が直 接的 にはF.W.テ イ ラーの 「科学的
管 理法」の大 きな影響の もとに形 成 され た15)。
い うまで もな く,テ イラーの理論 にあっては,時 間研 究や動作研究 に象徴 さ
れ るように,生 産過 程を直接 の管 理対象 とし,「課業管 理」として能率 の増進 を
はか ろ うとす る もので ある。.テイラーは,ま ず シ ャベル使用作業 や銑鉄運搬作
業 の実際的経験 にて らして労働者 の作業動 作を分析 しこれを有用 な動 作 と無 用
な動作 とに分類 した。 さ らに この有用 な動作 を分析 して,、これをふたたび もっ
と も能率的 になるよ.うに組合せ,こ れを 「標 準」動作(standard皿otion)と.し
14)「 能 率 運 動 」 は,生 産 過 程 のみ に と どま ち ず,広 く流 通 過 程,会 計学,更 に は行 政学 分 野 に ま
で広 が っ てい た。 会 計 学 分 野 で はH.Emerson;G・C.IIarri50皿、H,LGanttな ど,行 政 学




ど が あ げ られ る。 た とえ ば,A.Walkerに つ い てみ る と,彼 女 は 「科 学 的 管 理 法 の も とに あ る
製 造業 に お い て は.ほ とん どあ らゆ る無 用 な動作 は排 除 され てお り,労 働 者 は 利 益 を獲 得 し,生
産 と利 潤 を増 大 して い る。 しか し,流 通 部 門 で は勘 に よ る方 法 が 支配 的 で あ る。」 従 っ て 「科 学
的 管 理 法 に基 づ い て 製 造 ざれ た 商 品 は 科学 的管 理 に 靖 つい て 売 る こ とが で き る し.ま た そ うす べ
き で あ る5」.とい う根 本 的 立 場 に立 ち,テ イ ラ ーが 管 理 の新 任 務 と して あげ て い る4ケ 条 と殆 ん
ど文字 通 り伺.じ.であ り,そ れ は 単 に 生 産 労 働 者 のか わ りに 販 売 員 を以 っ て し て い る に す ぎ な い 。
そ の意 味 で は シ ョー が販 売 員 管 理 は もち ろ ん価 格 政 策,市 場 調 査,広 告 等 総 合 的 に研 究 して い る
の に 対 して,ウ ォ ル カー の場 合 は,販 売 員 の科 学 的 管 理 法 とい う限 定 さ れ た もの で あ ワ た(三 浦
信,シ ョー 「市 場 配 給 の 若 干 問 題 」 の一 考 察,「 商 学 論 究 」 昭 和26年12月参 照)。
15)H.B.V如de【blueは 、シ ョーの 理 論 を 「配 給 問 題 の科 学 的 真 の始 ま ワを示 す 。」(o♪.6甑.p.
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17) A、"f.lShaw， op. cit.， p. 7 














第2のジ三一理論の特徴は，消費者を極度に重視していることである o V'" 
一理論生成の諸契機のところでも紹介したように，彼のもっとも重要視してい
るのは需要創造活動であったが，その内容は消費者の需要開発である。その場
合消費者の需要とは， (1) 明確に意識された需要 (expressedconscious demand) ~ 
(2) 漠然としか意識されていない需要 (unexpres田 dconscious demand)， (3) 
潜在的な意識的需要 (sub-con叫iousdemand)，の3つに分類され"九 この潜在




18) Ibir1; p. 9 
19) Ibfd.， p. 10 
20) Ibia.， p. 97 
21) F. W. Taylor， l'he P例制iples 01 Scienj包ific M<削 "8酬 enf，1923， Harper & Brothers. 
Publishers， p.130，と野陽訳 I科学的管理法J1957，303頁。
22) A， W， Shaw， op. cil.， p.104 


























23) Ib~d.. p. 100 
24) Ibid.. p. 6-3 




















26) Cf. H. L. Har沼田「マー ケテイングとは， 生産者とザーピスの苗tこおいて消費者。欲望を尭
見し，それを組み入れる過程であり，そこでより多tの消費者がますますこれらの生産物とサー
ピスを享受しうるように援助することであるということができる。 (Market叩 g，Text， Case~ 
a-nd Reading， 1956. p. 7)0 W. Lazer and E. J. Kelly， I摘費者は!マーケティシグ!または
究極的には全企業がそれをめぐって展朝する焦点(f叫alpoint)である。 間費者の満足は，
マ ケテイゾグ理念にとって非常に重要であり!消費者についての科学的研究はz マ ケティン
グ戦時発展のためには中心的なものである。J(Managerial Marketing， 1962， Revised， pp. 681 
683 L E. J. McCarthy， rマー ケテ4ングとは顧客を満足させかつ企業の諸目的を達成するため
にj 生産者から消費者ないし使用者、の肘貨およびザ ピスの流れを規制する経営活動の遂行で
ある"J(Basu;; Marke伽 .g，A Managerωi App印刷h，1964， p.16) 0 R. F. Drucker，マケティ
ングの目的は， r企業。目的と抵求秩序の充足による公共の福祉目的との調和的達成J(“Ma< 
keting and Econom~c Development "， Journal of Mr.附恥叩g，VoL XXII， No. 8， ]an. 1958， 
p. 252)。
27) A. W. Shaw， op cit.， p. 75 
28) Ibid.， p. 72 
29) Ibul.， p. 71 
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そのことをショーは，第 1図のように図表化して説明を加えている。
〈第 1図) 販ー売人広告
匡豆三重j 匿亙面 白 ilil-I'J'""璽1-liI'i'el'豆1
匡 Æ~I-匿亙圏一一直豆 illíl-I主主豆トー匿豆豆1


















1 危険負担 (sharing tluo¥ Iisk) 
2 運輸 (trnpsportingthe-goods) 
3 金融 (financingthe operation~) 
4 販売 (sel1ing)
商品に関する観念 (communic叫 ionof idea about the goods) 



















31) Ibui. p. 76 

















































33) Ibid.， pp_ 83-86 
34) 中間商人排除の問題についてはz 第 1次大戦後の急激な物価鵬貴のなかで多〈のマ ケティ
ング論者によってふたたび論議されていることは周知のことである。 F.E. Clark， Princitles 
0/ Marketing， 1922，を毒照せよ。
35) cf. rアメリカ煙草会社J(間接的にモノレガンの影響のもとにある)は.1911年ジャー マン法違反
で解散せしめられるまで煙草産業の主配勢力であった(Junes Eliot. The T叩 stPγoblem 叩
the United States， 1921， pp. 123-163を重参照せよ)0 rナショナルビスケット会社J(モルガγの
影響のもとにある)は1903年に合衆閤全生産物の70%を占めていた(John Moody， The Tれ th
about the Tl'usts. 1904， pp 回一曲〕。食肉加工工業「スウ 4フト会社J(クーソ ロー プとモル
ガンの両方の影響のもとにある)。スウ 4フトの販売政策は 最初からきわめて積祢的 戦闘的
なものだった。 1931年には!合衆国に30の加工工場と400の販売信をかまえた (H.W. Laidler， 
Concentration 0/ C間的1in A附州側 Industry.1931， pp. 199-200，曇照)0 
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ーの眼に写ったからであろうへ ここにショーの理論のもワイデオロギ とし
ての性格が典型的に出ている根拠がある。


























た。J(JI. A メンデリソ γ 「続恐慌の理論と置史」飯田貰ー他日朝昭訳，第3巷. (土〕。


















































38) 松井情教援も. r経済学とマー ケテ4ング」において. rマ ケティ γグ論杭卑悔的な意味
においてならともか(.言葉の正しい意味における理論でなし、J(234頁)と断言され 更に「科
学的経済学のマ 4 ケテ4γグに対する態度は，現代の国家独占資本主義の下において 1 各企業が
何故マー ケテ 4ング請を必要としているのかj どのような態度でマー ケティソグを行なっている
か壱明らかにすることである。J(25買)と主張されている(松井清「経開学とマ ケティソグ」
昭和田年)。
